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統計学的検定について



統計学的検定結果の解釈

• 治療や曝露の影響を評価する際、統計学的仮説検定が一般的に行われる。

• 統計学的有意差がないので二群に差がないと書いている論文がある。

• ただ、統計学的有意差がないことは帰無仮説が正しいことを意味して
はいない。

• 帰無仮説が棄却されない場合も、帰無仮説が正しいという風には言わない。

• 日本人であるならば勤勉であるとする。

• 勤勉である人は日本人なのか？→そうはならないのと同じ理屈。

• 統計学的有意差は標本サイズにも依存する。

• 標本サイズが小さい場合、統計学的有意差は出ない傾向がある。

• 実際には曝露要因がアウトカムに影響する場合でも、サンプルサイズ
が小さければ帰無仮説は棄却されない。



統計学的検定について

• 点推定値及び信頼区間の値に、より着目した方がいい。

• 信頼区間の下限から上限までの値がデータと矛盾しない値であるとい
う考えのもと結果を解釈する必要がある。

• 統計学的有意やp値を廃止すべきという意見も出されている。

• 結果を有意か有意でないかという二値化することによる弊害が指摘さ
れている。

• p値を廃止すると、研究者がたとえ僅かな関連であっても意義があると
論文内で自由に主張し始めるという問題も存在する。

• 今後、統計学的有意差やp値に基づく研究結果の提示の仕方が変化してい
くのか注目。
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